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６月定例議会行政報告（その１）

　
総
務
部
関
係

 

■
税
務
課 

　
20
年
度
の
各
税
目
の
当
初
課
税
状
況
は
、

軽
自
動
車
税
課
税
額
が
７
０
１
８
万
８
千

円
、固
定
資
産
税
は
15
億
３
５
８
８
万
２

千
円
で
す
。 

■
危
機
管
理
対
策
室 

　
５
月
26
日
の「
県
民
防
災
の
日
」と
６
月

１
日
に
は
土
砂
災
害
を
想
定
し
た
防
災
訓

練
を
実
施
し
、地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き

県
の
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
情
報
収
集
や

伝
達
等
、有
事
に
備
え
た
市
の
管
理
体
制

や
職
員
の
役
割
を
再
確
認
し
て
い
ま
す
。 

　
企
画
部
関
係

 

■
総
合
政
策
課 

　
５
月
13
日
・
14
日
、鷹
巣
、合
川
、阿
仁
及

び
森
吉
の
４
会
場
で
、行
政
協
力
委
員
地

区
別
全
体
会
議
が
開
催
さ
れ
、避
難
判
断
・

伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
や
秋
田
内
陸
線

の
乗
車
運
動
推
進
等
に
つ
い
て
、地
域
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

　「
市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助

金
」は
５
件
の
応
募
が
あ
り
、３
件
を
補
助

対
象
事
業
と
決
定
し
ま
し
た
。 

　
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
の
乗
車
運
動
の
一

環
と
し
て
、市
職
員
の
積
極
的
な
利
用
を

目
的
に
、５
月
１
日
か
ら
職
員
の
時
差
出

勤
を
試
行
し
、６
月
２
日
か
ら
は
継
続
を

含
め
て
84
人
の
職
員
が
内
陸
線
を
利
用
し

て
い
ま
す
。 

■
財
政
課 

　
20
年
４
月
１
日
か
ら
６
月
２
日
ま
で
の

工
事
等
発
注
状
況（
５
０
０
万
円
以
上
）は

25
件
、契
約
額
は
４
億
６
４
０
万
２
千
円

で
し
た
。 

 　
市
民
生
活
部
関
係

 

■
市
民
課 

　
４
月
１
日
か
ら
、住
民
票
の
写
し
を
は

じ
め
各
種
証
明
な
ど
の
手
数
料
の
一
部
が

変
更
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
の
交
付
手
数
料
に
つ
い
て
は
、

同
日
か
ら
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
の
３

年
間
は
無
料
と
な
り
ま
し
た
。 

■
保
険
課 

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
世
帯
数
は
８
５

７
９
世
帯
で
、加
入
者
数
は
１
万
５
６
６

０
人
。
そ
の
う
ち
、前
期
高
齢
者（
＝
70
歳

以
上
75
歳
未
満
）は
２
３
６
４
人
で
し
た
。

４
月
中
に
５
３
４
２
人
が
国
民
健
康
保
険

か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
し
て

い
ま
す
。 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
４
月
１
日
発

足
時
、当
市
の
加
入
者
数
は
７
４
８
１
人

で
、そ
の
内
、若
年
障
害
認
定
者
は
４
１
６

人
で
し
た
。４
月
の
保
険
料
特
別
徴
収（
年

金
か
ら
）対
象
者
は
４
９
０
１
人
で
、徴
収

額
は
３
５
４
０
万
５
５
０
０
円
で
し
た
。

同
制
度
に
つ
い
て
は
、市
内
19
会
場
で
説

明
会
を
開
き
延
べ
約
９
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。 

■
医
療
推
進
課 

　
市
民
病
院
の
建
築
工
事
は
進
捗
率
17
％

（
５
月
末
現
在
）と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
公
立
米
内
沢
総
合
病
院
に
つ
い
て
は
、

一
部
事
務
組
合
の
解
散
に
向
け
、５
月
29

日
、事
務
レ
ベ
ル
の
連
絡
協
議
会
が
開
催

さ
れ
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
た
。 

■
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
今
年
度
か
ら
の
医
療
制
度
改
革
に
よ
っ

て
、成
人
検
診
事
業
は
、医
療
保
険
者
が
特

定
健
康
診
査
と
し
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。市
で
は
、当
市
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
の
特
定
健
康
診
査
と
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
加
入
者
の
一
般
健
康
診
査
を

集
団
検
診
方
式
、
個
別
医
療
機
関
方
式
、

国
保
ド
ッ
ク
方
式
の
３
方
式
で
実
施
し
、

並
行
し
て
各
種
が
ん
検
診
も
実
施
し
て

い
ま
す
。 

■
生
活
環
境
課 

　
４
月
20
日
早
朝
、春
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
を
市
内
全
域
で
実
施
７
千
人
を
超
え
る

市
民
が
一
斉
清
掃
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

　
廃
棄
物
不
法
投
棄
監
視
員
に
つ
い
て
は
、

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
１
年
間
の
任
期

で
24
人
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。 

　
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の

平
成
19
年
度
ご
み
搬
入
実
績
は
、約
１
万

２
６
３
３
ｔ（
前
年
比
５
２
１
ｔ
減
）で
す
。 

　
春
の
交
通
安
全
運
動
は
、４
月
６
日
〜

15
日
ま
で
の
期
間
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　 

　
福
祉
事
務
所
関
係

 
 

■
福
祉
課  

　
５
月
１
日
現
在
の
生
活
保
護
世
帯
数
は
、

３
２
２
世
帯
４
３
２
人
で
す
。 

　
市
内
14
ヵ
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、５
月
末
現

在
の
入
会
児
童
数
は
４
７
８
人（
前
年
比

４
人
増
）で
す
。 

　
４
月
に
入
園
し
た
公
立
８
保
育
園
と
私

立
４
保
育
園
の
園
児
数
は
８
５
５
人（
前

年
比
８
人
減
）で
す
。
　 

　
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
に
つ
い
て
は
、

「
わ
ん
ぱ
ぁ
く
」と「
あ
い
か
わ
保
育
園
」ほ

か
、本
年
度
か
ら
看
護
師
の
配
置
に
伴
い

３
ヶ
所
新
設（
鷹
巣
中
央
保
育
園
・
米
内
沢

保
育
園
・
前
田
保
育
園
）し
ま
し
た
。 

　
少
子
化
へ
の
対
応
と
し
て
、
男
女
に
出

会
い
の
機
会
を
促
す
北
秋
田
市
コ
ウ
ノ
ト

リ
委
員
会
で
は
、昨
年
の
取
り
組
み（
出
会

い
の
広
場
４
回
開
催
）を
踏
ま
え
て
、本
年

度
は
第
１
回
目
と
し
て
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄

道
利
用
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
を
７
月
に
計
画

し
て
い
ま
す
。 

■
高
齢
者
支
援
課 

　「
高
齢
者
障
害
者
等
外
出
支
援
サ
ー
ビ

ス
」の
利
用
登
録
者
数
が
４
８
１
人
、延
べ

利
用
回
数
は
７
２
３
６
回
で
す
。 

　
要
介
護
４
及
び
５
若
し
く
は
認
知
症
で

要
介
護
３
以
上
の
高
齢
者
等
を
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
家
族
に
支
給
す
る「
家
族
介

護
慰
労
金
支
給
事
業
」で
は
、登
録
者
が
３

１
９
人
で
延
べ
支
給
月
は
２
２
９
３
ヵ
月

で
す
。 

　「
あ
ん
し
ん
電
話（
緊
急
通
報
装
置
）事

業
」の
利
用
台
数
は
４
７
５
台
で
、高
齢
者

が
在
宅
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
環
境

整
備
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。 

　
介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、４
月
末
日
現

在
の
要
介
護･

要
支
援
認
定
者
数
が
２
６

２
２
人（
昨
年
比
69
人
増
）で
、そ
の
う
ち

サ
ー
ビ
ス
受
給
者
が
２
０
３
６
人（
前
年

比
68
人
増
）で
す
。 

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
要
支
援
１
・
要
支
援
２
の
認
定
者
を
対

象
と
し
た
介
護
予
防
支
援
事
業
に
お
け
る

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
３
２
６
人
で
す
。 

　
総
合
的
な
相
談
事
業
に
つ
い
て
は
、権

利
擁
護
に
関
す
る
も
の
が
増
加
し
て
お
り
、

適
切
な
対
応
に
よ
り
迅
速
な
解
決
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

　
産
業
部
関
係

 
 

■
商
工
観
光
課  

　
３
月
14
日「
北
秋
田
大
野
台
工
業
団
地

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
盤
整
備
」に
つ
い
て
、

光
フ
ァ
イ
バ
ー
が
一
部
開
通
し
、そ
の
後

順
次
、同
団
地
内
企
業
に
開
通
し
ま
し
た
。 

　
４
月
１
日
、北
秋
田
市
商
工
会
が
旧
鷹

巣
町
商
工
会
、旧
阿
仁
森
吉
商
工
会
、旧
合

川
町
商
工
会
の
合
併
に
よ
り
発
足
し
、ま

た
、同
じ
く
４
月
１
日
、県
商
工
会
連
合
会

の
北
部
指
導
セ
ン
タ
ー
が
、鷹
巣
銀
座
通

り
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
て
開
設

さ
れ
ま
し
た
。 

　
５
月
10
日
に「
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
た
か
の

す
」、５
月
21
日
に「
た
か
の
す
モ
ー
ル
」の

大
型
商
業
施
設
が
そ
れ
ぞ
れ
栄
地
区
に
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

　
５
月
12
日
、第
１
回
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ

ン
構
想
策
定
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、委
嘱

状
の
交
付
後
、構
想
策
定
に
か
か
る
概
要

や
、今
後
の
日
程
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。 

　
５
月
24
日
と
25
日「
全
県
商
工
会
お
も

て
な
し
ま
つ
り
２
０
０
８
」が
鷹
巣
駅
前

通
り
・
銀
座
通
り
で
開
催
さ
れ
、協
賛
と
し

て「
ふ
る
さ
と
踊
り
と
餅
っ
こ
ま
つ
り
」も

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

■
農
林
課  

　
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
臨
席
を
賜
り
、

北
欧
の
杜
公
園
で
開
催
さ
れ
た「
第
59
回

全
国
植
樹
祭
」は
、市
民
各
位
の
協
力
に
よ

り
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
昨
年
か
ら
進
め
て
い
る
北
秋
田
広
域
カ

ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
造
成
工
事
が
終

了
し
、本
体
工
事
が
９
月
の
完
成
に
向
け

進
ん
で
い
ま
す
。 

　
新
規
就
農
者
の
確
保
・
育
成
の
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
農
業
育
成
事
業
で
は
、新
た
に
２

人
が
県
農
業
試
験
場
で
研
修
し
て
い
ま
す
。 

　「
秋
田
県
水
と
緑
の
森
づ
く
り
税
」を
活

用
し
た
事
業
に
つ
い
て
は
、ふ
れ
あ
い
の

森
整
備
支
援
事
業
で
、慶
祝
森
林
自
然
公

園
内
の
歩
道
防
護
木
柵
の
設
置
替
え
と
森

林
・
林
業
普
及
啓
発
支
援
事
業
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。 

　「
第
５
回
全
国
山
菜
文
化
産
業
祭
」が
、

平
成
21
年
春
に「
北
欧
の
杜
公
園
」で
開
催

予
定
で
す
。 

　
木
材
公
共
施
設
整
備
事
業
は
、
20
年
度

に
繰
越
し
た
、坊
山
、川
井
集
会
施
設
の
建

物
工
事
は
完
成
に
向
け
進
ん
で
い
ま
す
。 

　
平
成
20
年
６
月
定
例
議
会
は
、
６
月
18
日
に
開
会
、
７
月
３
日
ま
で
の
会
期
で
開

か
れ
て
い
ま
す
。
議
会
初
日
に
は
、
行
政
報
告
と
上
程
さ
れ
た
各
議
案
の
大
綱
質
疑
、

ま
た
26
日
、
27
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
各
常
任
委
員
会
で

付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
議
し
、
７
月
３
日
の
最
終
日
に
採
決
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
号

と
次
号
の
２
回
に
わ
た
り
６
月
定
例
議
会
の
行
政
報
告
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

▲市内の各地区で、住民総参加で行なわれた「春

のクリーンアップ活動」 

▲旧鷹巣町、旧阿仁森吉、旧合川町の３商工会が

合併して誕生した「北秋田市商工会」 

▲男女の出会いのイベントを開催予定の北秋田

市コウノトリ委員会（写真：昨年のイベント） 

６月定例議会行政報告（その１）


